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「移動教室」における放射線被ばく対策（放射能汚染
の調査など）の強化と要望について 

 
 墨田区では、小学校の高学年を対象にした「移動教室」を行なっています。 
 ５年生では鹿沼市にある「あわの自然学園」、６年生は日光市での自然教室で
す。それぞれ現在も除染区域に指定されている栃木県にあり、今もなおホット
スポットがいくつも点在する地域です。 
 原発事故から２年半以上経ちますが、福島第一原発の状況は政府が発表した
収束宣言とはほど遠い状況にあり、汚染水処理の問題や、土壌汚染、海洋汚染
の問題など深刻な事態が続いています。 
 墨田区は昨年来、両地域で移動教室をすることは、墨田区の除染基準からみ
て問題ないと判断し実行しています。 
 当会は、未だ原発事故の全容は解明されておらず、いまもって汚染状況が広
がる中、福島第一原発から 140キロ離れているとはいえ、栃木県の両地域を「移
動教室」の場所として選ぶことに対して問題があると考えるものです。 
 そこで、墨田区議会議員の皆様に、「移動教室」における放射線被ばくの対策
の強化を要望するものです。お忙しいところ大変恐縮ではありますが、要望の
回答を 2013年８月 31日までにいただくようお願い申し上げます。 
 
��

要 望 事 項 

１、放射能汚染の状況を正確に把握し、移動教室の場所を  
  再検討すること 
２、「移動教室」期間中の食事の対応について 
３、キャンプファイヤーで使用する薪の対応について 



 
１、 放射能汚染の状況を正確につかみ、移動教室の場所について再

検討してください 
 
 当会は今年５月初旬に、「あわの自然学園」（以下「自然学園」）のある鹿沼市へ「自
然学園」の周辺の線量、土壌汚染の状況について問い合わせしました。 
 鹿沼市の回答では、「自然学園」周辺の線量が、年間線量1.78ミリシーベルトを超え
る箇所があることがわかりました。くわえて、当会に情報を寄せていただいた方から１
マイクロシーベルトを超える場所があることもわかっています。 
 また、栃木県鹿沼市、日光市は、「汚染状況重点調査地域」（平成２５年８月現在）
とされており、指定区域は解除されていません。（※） 

 （※）鹿沼市の回答では、「自然学園」周辺をふくむ鹿沼市の土壌汚染について｢基準がないため測
定を実施していません｣とありますが、放射性物質汚染対処特措法に基づく指定管理基準は
8000bq／kgであり、日光市も鹿沼市も除染実施区域に指定されています。（「関連ホームペー
ジ：「除染情報サイト」） 

  
 そこで当会では以下のことを強く要望します。 
 
１、鹿沼市、墨田区の両自治体には、「自然学園」周辺の土壌汚染の状況につ
いて検査をすすめて下さい。 

 環境省の除染ガイドラインでは、面平均で0.23μシーベルトを超えた地域は除染する
とあります。「自然学園」の敷地内やハイキングコースの線量を国の基準にもとづき調
査していただくよう求めます。 
 墨田区内でホットスポットが見つかった土壌については計測しています。 
 子どもたちが安全に学ぶ環境にあるかどうかを判断するためにも、空間線量だけでな
く、土壌汚染についての計測していただくよう望むものです。 
  
２、「移動教室」および日光市など、課外授業場所決定には、第３者の意見を
ふまえてください。 

 墨田区の小学校では、１・２年生で江東区の猿江恩賜講演、３・４年、千葉県市川市
の「ありのみコース」など、粟野や日光以外にも課外授業を行なっています。課外授業
は子どもたちの感性を育てるうえで重要であることは理解しますが、実施の決定をする
うえで①必ず放射線量測定を行なうこと、②計測結果にもとづき、移動教室の場所とし
て適切かどうか、専門家による第３者の意見もふまえ決定することを願うものです。 
 
２、「移動教室」期間中の食事に関して 

１）「移動教室」で子どもたちが食べる食材の測定を行なってください 

「自然学園」での移動教室期間中の食事を提供する会社は、長野県にある「フードサ
ービス・シンワ」ですが、当会によせられた情報では、食材の線量測定はしていないこ
とがわかりました。（HP）   



墨田区では、保育園、小学校、中学校で子どもたちが食べる給食について、放射線量
の測定を実施しています。 
「移動教室」が鹿沼市で行なわれるため子どもたちが食べる食事について墨田区とし
て検査しないというのは道理にあいません。場所がかわったからといって、墨田区の小
学校に通っている児童であることにかわりはありません。 
「移動教室」期間中、子どもたちが食べる食事（給食）について、「フードサービス・
シンワ」に計測を依頼するか、もしくは区として計測をするよう望むものです。また、
区はどういった経緯から「シンワ」を選んだのかも知りたいところです。原発事故後、
食品を扱う企業では、放射性物質の検査を自社で行なっている企業は多くあります。そ
ういった情報を開示している企業もあるにもかかわらず、なぜ「シンワ」を選んだのか
教えていただきたく存じます。 
 
２）「ますつかみ」について̶̶場所の変更、調理方法の提案。及び情報公開

の強化について 

 「自然学園」の移動教室では「ますつかみ」が行なわれます。 
「自然学園」のそばを流れる利根川水系の水質検査について環境省が詳細な計測を行
なっていますが、ホットスポットも多数あり、この河川で「ますつかみ」を行なうこと
はできるだけ避けていただきたいと考えます。 
また、子どもたちが捕まえた「ます」を食べる際、以下のことをご検討下さい。 
 
＜調理方法による被ばく対策の強化＞ 
淡水魚は少ない栄養分を体内の取り込もうと、海水魚よりも放射性物質を溜め込みや
すい構造になっていますが、放射性物質の多くは内蔵とエラ、ヒレに付着します。 
調理する際①内蔵をとり流水でよく洗う、②エラ・ヒレを取り除くなどをすれば、80％
以上の放射性物質を取り除くことができるといわれています。 
一手間をくわえるだけで子どもたちを内部被ばくの危険から守ることはできます。こ
のことも検討していただきたく思います。 
 
 ＜情報公開の強化＞ 
ますつかみで使用する「ます」の購入先、「ます」の放射線調査、使用しているエサ
のメーカー情報など、情報の開示を望むものです。 
 
３、キャンプファイヤーの薪の使用について 
鹿沼市と墨田区の回答から、キャンプファイヤーで使用する薪の線量は３２．８０Ｂ
ｑ／ｋｇであることがわかりました。 

しかし、計測された線量は薪そのものの線量であり、焼却した灰の線量ではありませ
ん。焼却灰は放射性物質を濃縮することは科学的にも解明されています。 

調理用の薪は40bq／kgという基準が定められていますが、キャンプファイヤー用で
は基準がありません。調理する場合は、火のそばにいる人間の数は少数ですが、キャン
プファイヤーでは多くの児童が火を囲みます。また、調理よりも多くの薪を使用するた
め、焼却灰の量は調理の比ではありません。そこで、以下の３つのことを提案・要望す
るものです。 



１、キャンプファイヤーで使用する薪は、鹿沼市の山林からとれるものではな
く、他県から（放射線量の計測ずみのものを）購入すること。 

２、薪を使用する際は、必ず外皮を取り除いたものを使用すること。 

放射性物質の多くは、薪の樹皮に付着しています。キャンプファイヤーで使用する
場合、薪の外皮を取り除いて使用してください。外皮をとるだけでも大幅な線量減を
のぞむことができます。また、外皮を取り除いた薪であれば焼却灰に含まれる放射性
物質を減量することができ、処分も安全に取り行なうことができます。 

３、焼却灰は放射線量を計測した上で処分すること。 

 放射線量の測定に関わる問題ですが、キャンプファイヤーででた焼却灰について。
環境省の定めでは、8000bq／kgを超えた放射性廃棄物は「特別な処理が必要になる」
（環境省）とあります。8000bq／kgを超えなければ、安全に処理することができる
と定められていますが、山林の土壌汚染を避けるためにも、キャンプファイヤーの焼
却灰は計測し、その値に基づき適切な業者に処理を依頼することを望むものです。山
は河川につながり、最終的に海に流れていきます。山の土壌汚染は地下水の汚染、河
川の汚染につながるものです。慎重な対応が求められます。 

 

 
 以上のことを求めるものです。お忙しいところ大変申し訳ありませんが、当会
の要望について回答いただければ幸いです。メールでの回答でも構いません。
ご検討宜しくお願いいたします。 
  
 


